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第２０回東亜同文書院記念基金会授賞式 
推薦のことば・受賞挨拶 
 
期間  2014年1月28日（火） 
場所  霞が関コモンゲート西館37階 霞山会館霞山の間 
 
 
第20回東亜同文書院記念基金会授賞式が1月28日、霞山会館にて催されました。 
この顕彰事業は、東亜同文書院記念基金会によるものであり、その目的は、東亜同文書院およびそ
の経営母体であった東亜同文会にかかわる研究や調査成果、および啓蒙的活動のうち、顕著な実績を
認められた個人、団体や組織を顕彰するものです。東亜同文書院記念基金会を構成する滬友会（書院
同窓会。2007年解散）、霞山会、愛知大学東亜同文書院大学記念センターからの推薦により同理事会
において選出しており、1993年の第１回表彰以来、本年度で第20回目となります。 
これまで、書院生の大旅行に関する研究成果や東亜同文会の資料に基づく研究、東亜同文書院や
東亜同文会の出版物のデータベース化事業、東亜同文書院生や卒業生による日中交流に関するメデ
ィア報道、その他日中交流の活発な活動などの成果に対して顕彰してまいりました。 
第20回となる今回は、記念賞として、岡部達味氏（東京都立大学名誉教授、元霞山会理事）、功労賞
として平井誠二氏（公益財団法人大倉精神文化研究所研究部長）が選ばれました。 
 ここでは、山田正氏（一般財団法人霞山会理事長）、藤田佳久氏（愛知大学名誉教授）による推薦のこ
とばと、岡部達味氏、平井誠二氏の受賞挨拶を紹介させていただきます。 
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〔推薦の辞〕 
 
東亜同文書院記念基金記念賞 
岡部 達味 殿 
 
一般財団法人霞山会 理事長 山田 正 
 
 第20回東亜同文書院記念基金会記念賞に、
岡部達味・東京都立大学名誉教授を推薦いた
します。 
 岡部先生のご経歴をご紹介申し上げます。 
 岡部先生は、1955年東京大学教養学部（国際
関係論分科）を卒業され、同年大学院国際関係
課程修士課程に進学、1957年に課程を修了さ
れました。 
 1957年からNHK解説委員室に勤務され、
1960年～1961年、フルブライト留学生として米
国ワシントン大学に留学されました。1963年に
NHK を 退職さ れ 、 国際基督教大学助手
（1963-67年）に就任されて学究生活に入られま
した。 
 1966年から67年にかけて国際基督教大学を
休職し、在シンガポール日本大使館研究員を
お務めになり、帰国後に同大学を辞職、東京都
立大学法学部講師に就任され、以後、助教授
（1968-75年）、教授（1975-1995年）を歴任され
るなかで、1984年から87年まで法学部長を務め
られました。なお、1973年には、東京大学より博
士号（社会学）を授与されております。 
 東京都立大学勤務中の1973年から74年にか
けまして、シンガポール南洋大学客員准教授、
1979年から80年にかけましては在中国日本大
使館特別研究員をお務めになっております。
1995年、同大学を定年退職された後、名誉教授
となられ、同年から2003年まで専修大学法学部
教授を務められております。 
 岡部先生はご専門の中国政治・中国外交に
おいてわが国を代表する研究者としてご活躍さ
れ、また学術研究にとどまらず、新聞、雑誌など
のメディアを通じてわが国論壇でも世論をリード
する役割を果たされてきました。1988年から89
年までアジア政経学会理事長としてわが国のア
ジア研究の発展に貢献するとともに、日中関係
においても慶應義塾塾長の石川忠雄氏の後を
受け1997年から2001年まで日中友好21世紀委
員会日本側座長を務め、日中間の相互理解促
進に寄与されました。 
 余談でありますが、第二次大戦後のわが国に
おける中国研究を牽引した代表的研究者であ
る衛藤瀋吉・東京大学名誉教授、石川忠雄・慶
應義塾塾長というお二人の碩学と岡部先生との
ご関係について付言させていただきますと、岡
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部先生が国際基督教大学時代に、衛藤先生の
実証的研究に感銘を受け、ご本人曰く「押しか
け弟子」となられ、そのご縁もあって東京都立大
学へ移られる際にご推薦をいただいたそうであ
ります。 
 また、石川先生との信頼関係は、日中友好21
世紀委員会にとどまらず、石川先生が当会理事
をお務めになられていた時、岡部先生を当会
理事にご推薦いただきました。岡部先生には、
1988年から昨年6月までの25年の長きにわたり
まして当会理事を務めていただきました。その
間には当会の実施しておりました中国派遣留学
生の選考委員もお願いしておりましたし、ご講
演、シンポジウムへのご参加にとどまらず、当会
の発行する月刊『東亜』でもご健筆を揮われ、
当会事業の発展に多大なご協力、ご貢献をい
ただいてまいりました。 
 岡部先生が師と仰がれた衛藤先生は、1983年
に当会が刊行いたしました『東亜同文会史』に
序文を寄せられ、また2001年5月に愛知大学東
亜同文書院大学記念センターで開催されまし
た「東亜同文書院創立百周年記念式典」におき
まして『長江の流れは絶えず』と題する記念講
演を行っております。衛藤先生は、東亜同文会、
東亜同文書院の果たした歴史的役割を非常に
高く評価されておりました。この衛藤先生のご研
究の系譜を継ぐ岡部先生が東亜同文書院記念
基金会の記念賞を受賞されることになれば、私
どもといたしましてはまことに感慨深いものがご
ざいます。  
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〔受賞挨拶〕 
 
記念賞受賞者 挨拶 
 
       東京都立大学名誉教授、元霞山会理事 岡部 達味 
  
 岡部達味でございます。ただ今諸先生方から、
過分なおほめの言葉をいただきまして、身が縮む
ような思いをしております。私、あと２か月ほどで
82歳になりますので、ほかのところへ行けば、最
長老というふうに見られているわけでございます
けれども、東亜同文書院関係、それから霞山会の
関係でも、特にかなり以前の段階におきましては、
たとえば理事会の理事の末席を汚させていただ
いた、最初の頃ですね、周りにいらっしゃる方々
が大先輩ばかりで、私が一番若造という状態であ
りました。で、そんな若造と思ってますうちに、い
つのまにか現役の人々からは、長老と見られる歳
になってしまいました。本日は久しぶりに若造に
返ったような感じで、そして東亜同文書院の賞を
いただくという、たいへん名誉な授与式に出席さ
せていただいて、たいへん嬉しく存じております。 
 私、年齢的に東亜同文書院自身との接触はなか
ったわけでございますけども、霞山会とは、わたく
しが中国研究を始めました初めの頃から、非常に
密接に関係をさせていただいておりまして、『中国
総覧』というのが、あちこちの別のところで出版さ
れていたのが、霞山会の出版ということになった
そのとき以来、ずっと執筆を続けておりまして、先
ほどのご紹介にもあったんですけれども、シンガ
ポールへ行ったり、中国へ行ったり、一年間以上
の単位で、そういう海外生活もいたしまして、その
間も霞山会から出版されております『中国総覧』に、
シンガポールで「日中関係」についての原稿を書
くというような、無茶なこともいたしましたけども、そ
れだけ深く関係を保たせていただいてきておりま
した。 
 その霞山会から受賞をさせていただけるというこ
とで、私たいへん嬉しくかつ、恐縮しております。
まさに、このような先輩方に多数ご出席いただい
ている中で、受賞させていただくということは、光
栄この上ないことでございます。そういう御推薦を
いただいたということは、たいへんありがたく思っ
ております。今後とも諸先生方のご健康と、ご研究
の発展を祈り、私も及ばずながら、努力を続けま
すことを申し上げまして、御礼のご挨拶に替えた
いと存じます。どうもありがとうございました。 
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〔推薦の辞〕 
 
東亜同文書院記念基金功労賞 
平井 誠二 殿 
 
愛知大学名誉教授 藤田 佳久 
 
改めましてこんにちは。ただ今ご紹介いただき
ました藤田です。愛知大学を2011年に定年退職
して、記念センター長も退いたのですが、現在は
フェローとして引き続き携わっています。今回は
ちょうど20周年ということで、記念すべき年でして、
岡部先生と平井先生が受賞されたことに、お祝い
申し上げます。 
私が平井先生の推薦をさせていただきました
が、大倉邦彦氏は書院の卒業生で3期生でありま
す。大倉邦彦先生、旧姓江原さんです。私は卒業
生へのインタビューをさせていただいて、佐賀県
へ出かけたことがありますが、佐賀県のご出身の
書院の方々は皆さん、大倉先生を大変尊敬して
おられました。大倉先生のこともいろいろございま
すが、今回は省かせていただくことにします。大
倉先生は戦前「大倉精神文化研究所」を設立され
ました。これは皆さんもご存知かと思いますが、横
浜市にあります大倉山記念館ですね。 
平井先生はそこの研究員として、平成５（1993）
年から勤務されました。お話をききますと、その前
からすでに非常勤で勤めておられたということで
す。で、大倉邦彦先生の幅広いご関心は、環境
分野、非常に多岐にわたった方であられまして、
精神文化研究所のいろんなプロジェクトが（推薦
文に）書かれていますが、この研究所で、倫理
学・哲学・教育・宗教・経済・実業界等の幅広い分
野をカバーしてこられました。それを平井先生は
フォローしながら、それら研究分野に焦点をそれ
ぞれ当てて、数百ページにわたります厚い機関
誌『大倉山論集』を毎年出されるというすごい成果
に、大変敬服しておりますけど、この『大倉山論
集』に多くの研究者を動員させるという、これも大
変なことですが、成果を毎年毎年蓄積されました。
この努力は、大変だったのではないかなと思いま
すけど、それだけ多くの成果が集まりました。 
で、その中でですね、我々のことに関連したこ
とといいますと、一つは書院の卒業生として根津
一院長の精神を、大倉先生がかなり受け継いで
いたと解釈できるということ、その大倉先生に多く
の研究者とともに光を当て、実業界から招かれて
東洋大学の学長になられてから大倉先生が学園
のピンチに直面しまして、そこでやられたことは、
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拓殖科の新設や中国関係の科目の設定などでし
て、まさに書院をモデルにして東洋大学を建て直
したというふうに思われます。そのような、あまり知
られていなかったことについてですね、平井先生
の研究は、これも多くの研究者の方々をまとめら
れて、成果として総合的に浮かび上がらせてこら
れました。その貢献は非常に大きいというふうに
思われます。 
また二つめはですね、当然だと思うんですけど、
東亜同文書院関係にも強い関心を持たれまして、
多くの資史料収集を行なってこられ、愛知大学の
記念センターにもお見えになり、東亜同文書院へ
のご関心をさらに持って下さいました。そういう関
心の線上でですね、機関誌にも「東亜同文書院
特集」を連載され、それぞれの分野の方を集めら
れまして、ご自身の執筆も含めて健筆をふるわせ
ました。東亜同文書院関係の論文を収録させて、
これも大倉邦彦氏との関係も含め、東亜同文書院
研究を深化発展させてこられました。 
そして三つめですね、今度は特に、愛知大学と
の共催の公開講演会を2003年以来毎年開催して
いただいておりまして、愛知大学の研究者を毎年
お招き下さって、研究成果を講演会で発表させて
いただいています。その中で東亜同文書院の研
究の成果や、現代の中国の動向についての啓蒙
的な講演を重ねることができています。そういう意
味で、東亜同文書院と愛知大学の存在を広く、関
東地方の一円だと思いますけど、知らしめてこら
れたということであります。 
このような、かなり多方面にわたります企画・運
営活動に対しまして、平井先生の功績というのは
非常に大きいということで、我々としましても十分
評価させていただきます。以上の観点から、平井
先生をですね、東亜同文書院記念基金会の功労
賞に推薦させていただきたいと思います。というこ
とで簡単ではありますが、平井先生のご紹介をさ
せていただきました。どうも失礼しました。 
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〔受賞挨拶〕 
 
功労賞受賞者 挨拶 
 
       公益財団法人大倉精神文化研究所 研究部長 平井 誠二 
 
 平井と申します。本日は功労賞をいただくことに
なりまして誠にありがとうございます。賞をいただ
けるようなことをしたつもりは全くございませんでし
たので、お話を伺ったときには大変驚きました。ご
推薦くださいました藤田佳久先生にとても感謝い
たしております。また先程は過分なご紹介をいた
だきまして恐縮いたしております。 
20年程前に、大倉精神文化研究所の研究員に
なりまして、それから間もなくだったと思います。
東亜同文書院大学記念センターの展示室がオー
プンする直前に、初めて愛知大学に調査に伺い
ました。それから何度もセンターの資料室や、大
学の図書館で、数多くの資料を調査させていただ
きました。 
先ほど藤田先生がご紹介下さいましたように、
大倉精神文化研究所の創立者は大倉邦彦と申し
ます。大倉邦彦は東亜同文書院の第3期生でして、
明治36年9月に入学して、根津一院長から直接授
業を受けたと聞いております。 
今日お見えの第42期生の植前良平様は大倉邦
彦と交友があったと知り、平成10年に聞き取りをさ
せていただいたことがあります。この建物ができる
前の、霞山会館の古い建物でお話を伺いました。
その時、植前様からは、大倉邦彦の書斎には根
津一先生の実物大に近い大きな胸像がいつも飾
ってあった、というお話を伺いました。大倉邦彦が
根津一先生のことを生涯にわたり非常に尊敬して
いたことを教えていただいたことが、その後の調
査研究の原動力となりました。植前様は、大倉邦
彦が植前様へ宛てたハガキを大切に保存されて
おられましたが、この時、研究所に寄贈してくださ
いました。資料登録して今でも大事に保存、活用
しております。 
大倉邦彦が東洋大学の学長を務めたとき（1937
～43年）、東亜同文書院のことを参考にして、大
学の再建に励んだというのは、先ほど藤田先生が
おっしゃっていた通りだと思います。 
大倉精神文化研究所は、昭和７年（1932）創立
の研究所です。入口のところでお配りいただいた
チラシにも書いてございますが、研究所の設立の
目的には、「東西文化の融合」と「実社会への働き
かけ」というのがあります。西洋の国々と対立する
のではなく、東洋文化の良いところを大切にしな
がらも、西洋文化の良いところも取り入れて、それ
を現実社会に生かす。研究をただ学問のための
学問にするのではなくて、「研究成果を日常生活・
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市民生活の中で生かすことにより、人格者を養成
し、社会を良くする」、そういうことを謳って研究所
を創りました。それは、大倉が学んだ書院精神に
つながっているのだと考えております。そのことを
より具体的に明らかにしたい、ということで毎年少
しずつ研究や事業活動を行ってまいりました。し
かし、自分は研究者でありながら自分自身では実
際にはあまり何もしておりません。様々な専門分
野の先生方にお願いして研究していただいたと
いうだけです。自身では何もしてないので、ちょっ
と忸怩たる思いがございますが、長年に亘る大倉
精神文化研究所の活動とその成果を評価してい
ただいたということだと思いますので、とてもうれし
く思います。 
大倉邦彦は東亜同文書院の卒業生であると申
しましたが、実は書院とはもう一つご縁があります。
大倉は、戦後、昭和34年から37年頃にかけて、滬
友会の母校再建委員会の委員長をしております。
戦後の一時期、日本は占領下におかれていまし
たが、その頃愛知大学は、東亜同文書院との関係
についてあまりはっきりしたことが言えなくて、東
亜同文書院の同窓会である滬友会との間で、誤
解が生じてしまったと聞いております。皆様のほう
がよくご存じかと思います。占領が終わった後も
そうした誤解が長い間残りました。滬友会の当時
の会員の方々は、日本国内に東亜同文書院大学
を再建したいと考えられ、母校再建委員会を作ら
れました。大倉邦彦は、年長だったということもあ
り、推薦されてその委員会の委員長に就任してお
ります。大倉邦彦は数多くの著作を残しておりま
すが、プライベートと申しますか、自伝的なことを
ほとんど書き残しておりませんので、大倉自身が
この時どのように考えていたのかは分かりません。
しかし、その母校再建委員会関係の資料が、研究
所に保存されております。そういう資料や、愛知大
学で調査・収集させていただいた資料などを見ま
すと、大倉邦彦が、東亜同文書院に強い影響を受
けていたこと、卒業後も書院の関係者の皆さんと
深い交流があり、書院精神を大切にしていたこと
が、よくわかります。 
大倉邦彦は昭和46年に死去しましたが、おそら
く東亜同文書院と愛知大学との関係を誤解したま
ま亡くなったのではないかと思います。しかし、藤
田先生を始めとして多くの方々のご努力によりそう
した誤解もしだいに解けて、東亜同文書院の卒業
生の皆様と愛知大学や霞山会が協力して、こうい
う会が開かれ、あるいは東亜同文書院大学記念
センターで様々な活動が展開されています。そう
した現状の中で、大倉邦彦の事績を研究している
私が功労賞をいただけたということは、大倉もとて
も喜んでくれているだろうと思います。 
東亜同文書院研究につきましては、平成16年
度の『大倉山論集』第51輯で特集を組みました。
その時に母校再建委員会の資料で論文を書こうと
したのですが、編集作業等をしている間に時間が
足らなくなってしまって、その時は一度断念しまし
た。最近になって、いろんな方から母校再建委員
会についてまとめるようにアドバイスをいただいて
おりました。偶然にも関係の賞をいただきましたの
で、母校再建委員会の皆さんの書院に対する情
熱や、当時何をしようとしていたのかを、改めて
『大倉山論集』できちんと報告をしなければならな
いと、心に誓った次第です。 
それから、授賞理由の一つに、愛知大学同窓
会の神奈川支部の皆様との公開講演会が挙げら
れております。横浜市にあります研究所の本館建
物というのは、現在は横浜市所有の建物になって
おりまして、「横浜市大倉山記念館」と呼ばれてお
ります。その建物の中で、同窓会神奈川支部の皆
様が、毎年公開講演会と支部総会を開催されて
おります。私共の研究所は、公開講演会を共催さ
せていただいておりますが、私共は受付をしたり
会場の設営や撤収をしたりというだけで、本当に
大したこともしておりません。市民向けの公開講演
会を10年にわたって続けることが出来ましたのは、
歴代の会長・役員の皆様のおかげと感謝いたして
おります。 
今後も事情の許す限り、同窓会の皆様と協力し
て、愛知大学や東亜同文書院のことを神奈川で
発信し続けていきたいと思っております。 
今年の秋には、若い研究員を連れて、また愛知
大学で資料調査をさせていただく計画を立ててい
たところでして、ちょうどそういう時期に賞をいただ
いたのも不思議なご縁で驚いています。今後も、
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功労賞の名に恥じないように研究活動を続け、講
演会や展示会、広報活動などをおこなっていきた
いと思っております。本日は誠にありがとうござい
ました。 
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　　　　（各受賞者の肩書は当時のもの）
第1回 平成5（1993）年度 平成5（1993）年11月5日
記念賞 上海交通大学 中日科技研究会
・会長は翁史烈上海交通大学学長
・科学技術および教育に関する日本の資料を中国の学生向けに刊行するなど、日本事情を中国に紹介する活動を継続。
・吉川信夫氏（東亜同文書院45期生）が私財を投じて同会を支援。
記念賞 谷光隆氏
・元愛知大学教授
・東亜同文書院の大旅行調査を研究し、『大運河調査報告書』を刊行。
・ほかにも『明代河工史研究』など著書多数。
記念賞 菅野俊作氏
・東北大学名誉教授 。東亜同文書院41期生
・中国人留学生を支援し、専用の寮を自力で建設。
・1998年の死去前日に、来日した江沢民国家主席と対面した際のエピソード（江主席が上海交通大学出身であることから、
・戦争中東亜同文書院が交通大校舎を使用していたことを陳謝）はドキュメンタリー番組になった。
第2回 平成6（1994）年度 平成6（1994）年9月16日
記念賞 林文月氏
・台湾大学名誉教授
・源氏物語や枕草子ほか、日本の古典文学を中国語に翻訳刊行。
・現代台湾の十大散文家の一人。
記念賞 栗田尚弥氏
・埼玉大学講師
・1993年に新人物往来社より『上海東亜同文書院 日中を架けんとした男たち』を刊行。
・愛知大学東亜同文書院大学記念センターの公開講演会・シンポジウムでは、現在に至るまで定期的に講演。
記念賞 白川正雄氏
・東亜同文書院42期生
・出征したスマトラに戦後インドネシア独立のため永住し、戦火で焼失したモスクを再建するなど、戦後のインドネシアの
　建設に貢献。
記念賞 村上和夫氏
・長野県中国文化研究会副会長。東亜同文書院35期生
・日本全国の国分寺研究を発展させ、中国古代瓦当文様の研究を行い、その成果を刊行。
・地元の社会福祉事業にも尽力
第3回 平成7(1995)年度 平成７（1995）年9月13日
記念賞 藤田佳久氏
・愛知大学文学部教授
・東亜同文書院の大旅行調査報告書を解読し、『中国との出会い』、『中国を歩く』等、東亜同文書院生の大調査旅行記録を
・さらに逐一活字化し刊行中。また「幻の名門校東亜同文書院」の実体を初めて浮かび上がらせた。
・のち愛知大学東亜同文書院大学記念センター長に就任し、同センターの運営・研究両面の中心的役割を担う。
第4回 平成8(1996)年度 平成8（1996）年9月6日
記念賞 ダグラス・レイノルズ氏
・ジョージア州立大学歴史学部副教授
・東亜同文書院の大旅行調査を研究し、それが戦後米国で発展した地域研究（ Area studies )よりも古い歴史を持つ優れた
・ものであることを検証し、『地域研究の知られざる起源 日本の東亜同文書院』（“Chinese Area Studies in Prewar China:
・Japan's Tōa DōbunShoin in Shanghai, 1900-1945,”）を発表して広く世に紹介した。
記念賞 陳弘氏
・東亜同文書院44期生
・日中要人の会談の通訳を務めたほか、人民日報の東京特派員と して日中友好の促進に貢献した。
第5回 平成9(1997)年度 平成9（1997）年10月７日
記念賞 遠山正瑛氏
・鳥取大学名誉教授
・日本砂漠緑化実践協会を設立。日本からの植林ボランティアを指導し、内蒙古のグプチ砂漠で植林事業を長年にわたり
・継続。中国環境保全と地元の沙漠産業活性化に貢献。
第6回 平成10(1998)年度 平成10（1998）年9月24日
研究奨励賞 薄井由氏
・上海復旦大学大学院修士課程
・東亜同文書院の大旅行に関する研究をすすめ、中国で紹介。
・のちに『東亜同文書院大旅行研究』（奨励賞受賞後）も刊行。大学院修了後は長野県職員として一時期勤務した。
研究奨励賞 水谷尚子氏
・日本女子大学大学院博士課程
・東亜同文書院中華学生部を研究し、論文「東亜同文書院に学んだ中国人」で同学生部の業績を紹介。
・研究奨励賞受賞後は『中国を追われたウイグル人―亡命者が語る政治弾圧』などを刊行し、毎日新聞社主催の「アジア・
・太平洋賞」特別賞を受賞した。
東亜同文書院記念基金会　記念賞・功労賞・奨励賞のこれまでの受賞者
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第7回 平成11(1999)年度 平成11（1999）年9月28日
記念賞 翟新氏
・上海復旦大学大学院修士課程修了。慶應義塾大学大学院法学研究科後期博士課程
・東亜同文会の日中近代史における足跡を研究、論文として発表。2001年に慶應義塾大学出版会より著書『東亜同文会と
・中国』を刊行した。
研究奨励賞 劉永誌氏
・愛知大学大学院文学研究科博士後期修士課程。博士学位取得
・タクラマカン砂漠の困難な現地調査を行い、その日本語論文は辺境の地誌学的研究として高く評価され学位を取得した。
第8回 平成12(2000)年度 平成12（2000）年9月29日
記念賞 名古屋テレビ「青春の中国」取材班
・「青春の中国～甦る東亜同文書院の夢～」を制作、放送。そこでは、東亜同文書院の「日中の架け橋を」という理想に生きた
・書院生の青春と、それを現代に受け継ぎ、中国天津の南開大学愛大会館で現地プログラムを学ぶ愛知大学現代中国学部
・学生の姿を生き生きと描いた。
　
第9回　平成14（2002）年度 平成14（2002）9月26日
　記念賞 西所正道氏
・2001年に角川書店より『上海東亜同文書院風雲録』を刊行。東亜同文書院卒業生たちの活躍の足跡を追うことにより、東亜
・同文書院の建学の精神が世紀を越えて現代に生き続ける姿を広く世に紹介した。
第10回　平成15（2003）年度 平成15（2003）年9月24日
　記念賞 工藤俊一氏
・青森県出身。東亜同文書院41期生
・東京タイムズ社で編集局、総務局、出版局勤務を経て、教育出版社文泉の設立に参加。1984～90年まで北京で人民中国
・雑誌社と中国画報社の外国人文教専家として、翻訳や取材執筆活動などを行う。
・1995年から97年までの2年間、北京大学で外国人文教専家として教壇に立つ。その時の経験をもとにした　『北京大学超
・エリートたちの日本論』（講談社、2003年）を刊行し、各方面から高い評価を得た。
　
第11回　平成16（2004）年度 平成16（2004）年9月29日
　記念賞 今泉潤太郎氏
・愛知大学名誉教授、元東亜同文書院大学記念センター長
・愛知大学卒業直後、1955年に学内で発足した「華日辞典編纂処」（後の「中日大辞典編纂処」）の一員となる。その後定年
・退職までの間、愛知大学で中国語を学生に教授するかたわら、『中日大辞典』の編纂と刊行に長年献身的に力を注ぎ、同
・辞典の内外における高い評価形成に多大なる寄与をした。
第12回　平成17（2005）年度 平成17（2005）年10月7日
　記念賞 大森和夫氏・弘子氏夫妻
・国際交流研究所所長
・大森和夫氏は1989年に新聞社を定年前に退職し、国際交流研究所を設立。和子夫人と共に、アジアの若者に日本語で
・日本と日本人を理解してもらう活動を開始。日本語教材を中国の大学に寄贈するなど、日中文化交流活動を続けた。
第13回　平成18（2006）年度 平成18（2006）年12月8日
　記念賞 テレビ宮崎
・「新民先生―ふりかえりみて悔いなき時なり」の番組を制作、放送。そこでは、戦時中、強制連行で九州に連れて来られ、
・炭鉱で過酷な労働を強いられた中国人労働者を親身にかばった勇気ある日本の青年、新名言志氏（東亜同文書院44期生）
・の精神と行動力のルーツを辿るヒューマンドキュメンタリーとして描いた。
　奨励賞 成瀬さよ子氏
・愛知大学豊橋図書館司書
・愛知大学豊橋図書館所蔵の霞山文庫（旧東亜同文会蔵書）に対する、東亜同文書院卒業生やご遺族の関心の深さを
・知ったことが契機となり、東亜同文書院大旅行誌の目録作成を行い、さらに東亜同文会や東亜同文書院に関して記された
・図書・論文を整理し、2004年に『東亜同文書院関係目録―愛知大学図書館収蔵資料を中心に―』を作成、刊行した。
第14回　平成19（2007）年度 平成20（2008）年1月29日
　記念賞 浅川義基氏
・東亜同文書院43期生、戦後愛知大学2期生として卒業。
・商社に入り、中国経済事業で長年活躍。また、1986年より北京国際元老テニス大会に連続21年間出場する中で、会の推進
・的役割を果たし、日中友好と国際親善のために尽力した。
第15回　平成20（2008）年度 平成21（2009）年1月30日
記念賞 工藤美代子氏
・高校卒業後、ヨーロッパの大学へ留学。1982年に『晩香坡の愛』を執筆して以降、ノンフィクション作家として多くの著作を
・発表したほか、『われ巣鴨に出頭せず』（日本経済新聞社、2006年）において、文麿公の行動を論理的に検証したが、これは
・従来の東京裁判史観によるものとは異なる文麿像を明らかにした点で、画期的な作品であった。
第16回　平成21（2009）年度 平成22（2010）年1月27日
記念賞 葉敦平氏
・上海交通大学校史研究室
・2004年～2006年まで霞山会（東京）と校史研究室が共同で、東亜同文書院の上海交通大学キャンパスの占用や両校の近隣
・同士の友好関係などを、史実に基づき組織的に研究する際の中国側代表を務めた。また、そうした日中共同研究の成果とし
・て、2006年に同研究室で中国における東亜同文書院に関する『資料選集』を編集した。
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第17回　平成22（2010）年度 平成23年（2011）年1月26日
記念賞 小坂文乃氏
・東京の日比谷にある松本楼の取締副社長
・著書『革命をプロデュースした日本人』（講談社、2009年）で、孫文に対し多大の援助を与えながら「一切口外シテハナラズ」
・として、革命運動の隠れた援助者であった小坂氏の曽祖父・梅屋庄吉の生涯を明らかにした。
記念賞 愛知大学中日大辞典編纂所
・1955年に元東亜同文書院教員の鈴木擇郎先生らにより「華日辞典編纂処」としてスタート以降、東亜同文書院中国語教育
・のシンボルともいうべき辞典編纂に長年取り組み、1968年に『中日大辞典』を日本で初めて刊行。2010年には中日大辞典
・第三版を刊行した。
第18回　平成23（2011）年度 平成24年（2012）年1月24日
功労賞 藤田佳久氏
・愛知大学名誉教授、東亜同文書院大学記念センター・フェロー、元東亜同文書院大学記念センター長
・2006年度～2011年度までの間、愛知大学東亜同文書院大学記念センターが「文部科学省学術高度化推進事業（オープン・
・リサーチ・センター・プロジェクト）」に採択され、東亜同文書院大学記念センター長として事業運営に尽力。
・東亜同文書院生による大調査旅行記録について、2011年に5巻目の『満州を駆ける』を刊行（全5巻）。
・2011年10月3日から12月28日まで「東亜同文書院の群像」を執筆し、刊行。東京新聞・中日新聞・北陸中日新聞で60回連載
・された。
・2013年度～2018年度の「文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」の応募申請にも貢献し、さらに大旅行研究
・をすすめ書院卒業生の軌跡について研究中。
奨励賞 武井義和氏
・「文部科学省学術高度化推進事業（オープン・リサーチ・センター・プロジェクト）」でポスト・ドクターであった時、青森県弘前
・出身で孫文支援者として活躍した山田良政、純三郎兄弟にまつわる記念センター所蔵資料の中から、純三郎四男の順造氏
・が整理されていた写真資料をもとに、山田兄弟の生涯を明らかにした『孫文を支えた日本人』を出版。
・また、日中共同研究の成果として上海交通大学校史研究室が編纂した『資料選集』（2006年）を翻訳。
第19回　平成24（2012）年度 平成25年（2013）年1月25日
奨励賞 保坂治朗氏
・元中央大学附属高校教員の保坂氏は、それまで実態があまり分からなかった東京同文書院を実証的に研究。
・東亜同文書院大学記念センターの書院研究ではなかなかアプローチできなかった空白部分を埋め、時代背景にも言及し
・つつ、東亜同文書院のある種の原点を解明した。
奨励賞 有森茂生氏
・2008年以来、東亜同文書院関係の図書、資料文書、写真、レコードなど、多岐にわたる史資料をほぼ毎年のように収集し、
・東亜同文書院大学記念センターに寄贈され、記念センターの展示や研究に大きく貢献された。
第20回　平成25（2013）年度 平成26年（2014）年1月28日
記念賞 岡部達味氏
･東京都立大学名誉教授、(財)霞山会元理事（25年間）
・中国政治・外交分野で学界や論壇を先導されたほか、その学識を生かし日中間交流にかかわるさまざまな分野の事業に
・多大なる貢献をされた。
・在シンガポール日本大使館研究員、在中国日本大使館特別研究員、東京都立大学教授を歴任。1988～89年までアジア
・政経学会理事長として我が国のアジア研究の発展に貢献され、1997年～2001年まで日中両国の政府諮問機構である日中
・友好21世紀委員会日本側座長を務められ、日中間の相互理解促進に寄与された。
功労賞 平井誠二氏
・東亜同文書院3期生大倉（旧姓江原）邦彦氏が1932（昭和7）年設立した大倉精神文化研究所（本館建物は横浜市指定有形
・文化財）の研究部長。
・学問と精神修養の一大殿堂をめざした大倉精神文化研究所は、神道、佛教、儒教の三教を中心に、当時一流の学者による
・学術的研究をとおして、「純粋学問」だけでなく「現実社会」をも常に視野にいれ、世の人々に役立つことを目標に掲げた。
・大倉氏の幅広い分野での実績を研究紀要『大倉山論集』において、多くの研究者を動員して明らかにされた。
・東亜同文書院に関する研究も多く、資史料収集をすすめつつ発展させ、さらに2003（平成15）年以来、愛知大学との共催の
・公開講演会を毎年開催し、東亜同文書院と愛知大学の存在を広く知らしめてこられた。
